
件名 ご意見・ご要望等 市長からの回答等

1 気候危機について

　地球温暖化が本当に危機的だと感じています。小金井市の
これまでの歩みを見ると、２００６年度を基準年としたとき
に、２０２０年にはＣＯ２を２７％削減するということを目
標にされていたんですが、結果的には３.３％増という結果
に終わっていて、その理由として、環境政策課では人口や世
帯が増えているからということを御説明されているんです
ね。
　ただ他の自治体では、例えば葛飾区ですと、２０２０年度
に１３年度比２６％削減というのも達成しています。これま
で小金井市の建設環境委員会とか環境審議会の議論も傍聴し
てきたんですが、とても危機感が薄いんじゃないかなと思う
ようなことがありまして、例えば、自動販売機の設置を認め
ていくとか、気候市民会議を５年後にスタートさせる、２０
２８年からスタートさせるというのもちょっと遅いんじゃな
いかなというのを感じながら聞いていました。
　今、脱炭素の取組というのは世界的に進んでいて、コスト
として考えるのではなくて、先行投資として考えていくべき
だというのがほとんど常識になってきていて。住民とか事業
者が参加して、どんな小金井に住みたいかというのを考え
る、ワクワクするような創造的な取組だと思うので、２０２
２年に小金井市はゼロカーボンシティー宣言をしていますけ
ども、このゼロカーボンシティーをつくるというのは本当に
夢のある取組だなと思うんです。
　そこに市民の１人としてぜひ協力したいという思いもある
ので、次の３点を要望としてお伝えしたいです。

―

第１０回みんなのタウンミーティング会議報告（令和５年度第７回）

１　開催日時　令和５年１０月２０日（金）午後７時００分～８時３０分
２　開催場所　オンライン
３　参加者　　市長及び市民６名
４　会議次第　⑴　開会
　　　　　　　⑵　市長あいさつ　（市政報告）
　　　　　　　⑶　懇談（フリーテーマ）
　　　　　　　⑷　閉会

５　懇談内容要旨
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件名 ご意見・ご要望等 市長からの回答等

　１つ目が、脱炭素というのを小金井市の市政の根本に置い
て、大きなビジョンとか目的を持って施策を進めてほしいな
ということです。といいますのも、小金井市で先ほど言った
ゼロカーボンシティー宣言が出ているのが２０２２年なんで
すけど、環境基本計画ができているのは２０２１年なんで
す。１年前にできた基本計画が１０年スパンの内容になって
いて、ゼロカーボンシティー２０５０年にＣＯ２排出ゼロと
いうところに持って行くまでの道筋が基本計画の中に全く書
かれていないというのがすごく心配で、これだと絵に描いた
餅になっちゃうんじゃないかなと思っています。
　まずは、気候危機対策の専門家を呼ぶとかして、環境政策
課だけじゃなくて、部署横断で職員の勉強会をなさるとか。
本当に市政全般にわたることだと思うので、ぜひそういう取
組をしていただきたいなと思っています。

　２点目なんですけど、脱炭素のまちづくりについて話し
合って、市政の意見提言する場をつくっていただきたいと
思っています。気候市民会議の設置ということで、この間、
環境審議会で環境対策課から出ていたんですけども、２０２
８年の目標というふうにしていて、あまりに時間がかかり過
ぎかなと思っています。
　武蔵野市の例を挙げますと、２０２１年の１０月に再選し
た松下玲子市長の公約で、翌年の４月には気候市民会議の詳
細の公表と参加者の選定が行われ、７月には市民会議が開催
されているんです。再選してから９か月で気候市民会議を開
いています。なので、この２０２８年開催というのはあまり
にも悠長かなと思いました。

　最後に３点目ですが、ＣＯ２削減の目標値を高く設定して
いただきたいなと思っています。それで、また毎年削減がど
う進捗しているかというのも確認できるといいなと思ってい
ます。
　産業革命前の気温上昇を１.５度以内に抑えるというのが
日本も約束している国際公約で、そのためには２０３０年に
は６２％削減が必要だと言われている状況です。小金井市
は、市民力は間違いなく強いと思っていて、ごみ減量で全国
トップクラスの実績を出していたりとか、雨水を地下水にす
る取組が盛んだったりとか、本当に成功体験のある市民であ
り、まちだと思うので、ここで再び小金井市民の出番だとい
うことをぜひ市長から呼びかけていただいて、全国に先駆け
てゼロカーボンシティー実現を目指していただきたいなとい
うふうに思っています。

　そのとおりだと思っております。ただ、気候市民会議というもの、何で２０２８年なのか、私も
ちょっとよくは理解できていないんですけど、ただ、私のほうで担当課といろいろ話をしているの
は、２点目におっしゃったことに近いかもしれませんが、気候市民会議じゃなくても、今の気候非常
事態について、おっしゃるように脱炭素について、もしくはゼロカーボンをどうやっていくかについ
て、いずれにしてもいろんな市民が気づいて、話し合うというか、そういう場というのは少なからず
すぐ設定しないと駄目だよねという話を今しているところです。
　ただ、どの段階でどうできるかというのはまだ調整している段階ですので、今あまり具体的には申
し上げられませんが、気候市民会議の特徴で言うと、無作為抽出で選ばれた方々が入るやり方が多い
と思うんですけど、あのやり方がすごく良いなと思っておりまして、やはり自分事として考えること
が結果的に非常に大事で、そういった市民を増やすということは、そんなに重たいことをやらなくて
もイベントでやれることはあると思います。
　ですので、２つ目でおっしゃったようなことについて、似たような話を今、担当課と話し合ってい
るところですので、それについて、いただいた意見も含めて、また話していきたい、調整していきた
いと思います。
　計画とか大方針について、脱炭素のビジョン、目的を持ってやってほしいということも最初の１つ
目におっしゃっていただきましたけども、確かに環境基本計画を先につくって、その後に宣言してい
るという、ちょっとタイミング的にいびつな構造になっていて、それが結局計画の中には反映されて
いないという状況、これも状況としては事実だと思っておりますので、計画をいきなり変えるのはで
きないかもしれないですけど、ただ、目指すものが、何のためにその目標を掲げ、やらないといけな
いのかということをもう一度、改めて考えて。どういう形になるかは別として、しっかり取り組まな
いとまずいと思っていますので、そういう認識でいることだけはお伝えをしておきます。
　３つ目について、まずは御意見として受け止めさせていただいて。まず、増えているという現状
は、それを重たく受け止めないといけないと思いますので、危機感を持てば小金井市でもできるとい
うことは、さっきごみの減量の話もありましたけども、何となく市役所は理屈では分かっているもの
の、本当は危機感を持ってできているかというと、御指摘いただいたとおりかなという感想、印象を
持っておりますので、それを市役所内部でどう危機感を持ってやっていくかというところがまずは鍵
かなと思っております。
　それを市民の皆さんにも、いかに共有しながら一緒に考え、知恵を絞って、できるところからしっ
かり取り組んでいくということだと思いますので、ちょっと総括的なお答えになって恐縮ですけど、
いただいた御意見は至極ごもっともだと認識をしておりますので、できるところからしっかりと取り
組みたいと思いますので、また御協力のほどよろしくお願いいたします。
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2 公園の整備について

　梶野公園は、４歳の子どもと妻と３人で遊びに行くんです
けど、確かに梶野公園はただ土地があるだけで、ほぼ遊具な
んて何もないような場所なので、遊具があったほうがいいと
は思うんですけど、他の場所はいいんですか。
　もう１か所、三楽公園というところもそうらしいんです
が、他の公園はいいんですかというふうにはちょっと思った
ので、なぜ２か所にしたのかという経緯は、簡単にお話聞け
ばいいなと思ったので、よろしくお願いします。

　公園の整備というと、インクルーシブ配慮の公園の整備に関することですよね。おっしゃるよう
に、いろんな公園あるので、全てにおいて誰でも遊べるような環境に整備していくというのは当然求
められることだと思っています。
　ただ、今、小金井市で、まず、いわゆる障害のある子どもも含めて誰でも遊べるような場所という
のが、まず１つもないということから、まずは梶野公園と三楽公園、この２つを対象として、どうい
う整備内容にするかということも含めて、考え、やっていこうということになりました。
　とはいっても、全ての公園に対してそれをやるという、大きな方針もつくれているわけではないん
です。まず、梶野公園と三楽公園というのは比較的大きなスペース広場もあって、例えば、新しい遊
具を置くとか。遊具だけじゃないんですけど、例えば菜園。例えば車椅子の方が何かそういう菜園を
やろうと思っても、車椅子の方ってできないので、車椅子の方でもできるような、そういう菜園の場
を作るとか、そういったことをある程度、何か描いてやろうと思ったときに、ある程度のスペースが
ないとできないことから、そういったことを考え、比較的検討しやすい梶野公園と三楽公園をまず選
定して、やろうということになります。
　これ、お金の面の課題もありまして、東京都からインクルーシブ公園の整備をするという補助事業
がありますので、それをうまく活用してやるということですので、まず、一旦、梶野公園、三楽公園
をやってみて、ほかの公園にもどこまで例えば広げていけるのか。エリアとかいろいろ見て、そうい
う公園が一定程度あるというような配置みたいなものを恐らく目指していくような方向性にはなると
思います。
　ですので、まずは、そういう公園、そういうインクルーシブ配慮した環境というのはどういうもの
かというのをまず整理するところから入っていきますので、一旦は、梶野公園、三楽公園でという、
こういう考えであるということを御理解いただければなと思います。
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　私は学童とか児童館をメインにやってきているので、特に
教育の部分、不登校の支援とか貧困支援とか、そういう子ど
も、教育に関する部分で、誰がやるのかな、どんなふうに
持っていくのかなということをいつもすごく気にしているん
ですね。
今ちょうど公募の時期で、他の事業者さんとプレゼンで勝負
したりとか、いろいろやっているんですけど、正直、大きな
法人さんでも、利益が出ないとあまり福祉的なものよりも、
保護者の受けがいいとか、あと利益が出そうとか、そういっ
た部分にどっちかというと寄っていってしまうので、今どん
どん民間の事業者さんが学童に入ってきていますけど、正直
すごく良い取組だなというところがあまりなくて。自分の中
で、ちょっと他力本願でやっていても無理だから、自分で動
きたいなというところで。単刀直入に言うと、小金井市で教
育の支援をやっていったりするときに、何か市長の、「こう
いうふうにやっていく人材がいるともっと進めていけるんだ
けどな」というビジョンというか、どんな人が、促進者とし
て進めていくのか。あとは、伴走支援する、子どもの意見を
聞ける人って本当に少ないなって自分もやっていて思って、
結構私は子どもとしゃべれるんですけど、なかなか大人の人
でそういう人って地域で全然いないなと思っていて。その
辺、どんな感じの市長のビジョンがあるのか、ちょっと聞け
ればと思います。

　「どの分野の何を」というところによっては、変わってくるところはあると思うんですけど、特に
今お話しされたのが子どもに関わるところだと思いますので、そういう観点から共通して言えること
は何かというと、子どもの立場で、子どもの目線で子どもの声を聞けるかどうかというのは今後非常
に重要な課題となってくるんだろうなというふうに思っています。
　こども家庭庁のほうで子どもの意見聴取というのを大方義務づけられていくみたいな流れになって
おりますので、それをどういうふうにやるかって、結構自治体すべて、みんな悩んでいるんですよ
ね。当然事業をやる上での仕様を適切にやりながら、事業者の特徴や強みなんかを生かしてやってい
ただくという、そういう大きな考え方はあるんですけど、ただ、実際に子どもと接するそんな事業に
おいては、子どもたちの様子をしっかり見ながら、子どもたち一人一人にしっかり寄り添って、その
状況を見ながら、声かけをし、しっかり声を聞いて、何かそこで困ったことがあったら、しっかり支
援、サポートできる、そういう人材というか、そういう事業者さんがあればいいなと思いながら、な
かなか簡単ではないというか。
　いわゆるコミュニケーションに関する部分については、お金に換算する部分で、どうもそこの質と
いうことを重視されないといいますか、何かそういう傾向がこの間、保育園や学童とか民間もしくは
社会の状況なんか見ていると、あるような気はしておりまして、そこは非常に悩ましいところではあ
ります。
　事業をやっていただくに当たっても、とはいえ、市役所としても出せるお金、予算、バジェットと
いうのはどうしてもあるものですから、そこが多分、実際求めていることとお金が釣り合ってないと
いうことが、今の学童なんかも含めて起こっているんじゃないかなという気はしているんですよね。
　だから、そういう人材を求めながら、大切なのはコミュニケーションに対する評価といいますか、
そういったものをもっと社会的に認めてもらえるような流れにならないと、こういう人たちにこうい
うことをやっていただきたいという人がうまくマッチングできるような仕組みになっていないという
ふうには思っているんですよね。
　ちょっとお答えになっているかどうか分からないですけど、やっぱり大事なのは、子どもの状況を
しっかりと把握し、声を聞き、本当に子どもたちが何を思っているのか、子どもたちの育ちを、自立
性を重んじながらちゃんと支援していけるかという、すごく難しいことだと思うんですけど、こうい
う人材を求めているというところだと思います。

子どもの居場所づくりについ
て
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　具体的に１つ聞いてよいですか。学童みたいなもので、子
どもも増えてきているので、私の今のビジョンだと、小学校
１年生から中学３年生ぐらいまでの児童が利用できる放課後
の居場所、不登校なら別に放課後に限らないんですけど、子
どもの居場所というようなものを事業でやったときに、例え
ば、市との協働事業みたいな形で提案できるのか。
　今、小４の壁で４年生になったら行き場所がないというの
もあると思うんです。私、今、学童に近いような子どもの支
援で、子ども食堂みたいな、要は食事とかも子どもと一緒に
作ったりしながら提供できる、要は、貧困対策も教育対策も
居場所対策も全部ひっくるめて、小学校１年生から中学３年
生までの居場所づくりみたいのができたらいいなと。場所が
ないんだよなとか、メンバーを集められるにしても、市との
協働みたいな形じゃないと、あんまり風呂敷広げるとできな
いよなと思いつつ、その自分のビジョンを協同事業みたいな
形でできたりしないかなというのは今思っているところなの
で、何かもしそういうことができれば、協力していきたいと
思いますので、よろしくお願いします。

　ここですぐ、よし、やろうという答えがやりにくいんですけど、ただ、お話を聞いている限りは、
ニーズって言葉も適切かどうか分からないですけど、今の子どもたちの状況を考えると、そういう場
というのをやっぱり市内にいくつか求められているんだろうなという気はするんです。
　結局、場所があっても、人がいなければ、ただの場所になってしまうので、それは本当の居場所に
なるかというと、そうじゃないと思っていますので、やっぱり関わる人がしっかりいて、ある意味、
異年齢で何か交流したりとかという、好きなことができたりという、そういう居場所というのは、い
ろんな子どもたちの状況を考えると、求められているところではあると思うので、お話を聞く限り
は、そういう場所があったらいいな、そういう場所が増えればいいなという感想は持ちました。

市長と市民のコミュニケー
ションについて
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　いろんな市民の方々に市政の状況をしっかり分かっていただきたいという思いが私にはあります。
意見を聞かせていただくというのもそうですし、そもそも、まず、今、市政がどうなっているかとい
うのをお伝えしないと、いわゆる適切な意見というか、建設的な意見交換にならないと思っているん
ですよね。ですので、このタウンミーティングはあくまでその手段の１つと捉えていまして、そもそ
もは行政としての市民とのコミュニケーションをもっと抜本的に改善して、拡充していかないといけ
ないと思っているんです。
　今回は６人なんですけど、一応このオンラインは、こういうオンラインの場だから、あんまり人が
多過ぎてもあれかなというので、一応定員を１０人に設定はしているんですけど、大体毎回６人から
８人ぐらいですかね。あと、対面でもやっております。オンライン、対面、オンライン、対面で順番
にやっているんですけど、対面のときは２０人定員で、大体１４人から１７、１８人ほど参加いただ
いておりまして、逆に質問したくてもできなかったみたいな感じになっていて、やり方も悩ましいな
と思いながらやっているんです。やっぱり参加できる方は限られてはいますが、地道にこれを毎月や
り続けるということは大事だと思っているのと、あと、参加された皆さんが、例えば近しい人、仲の
いい人とか、もしくは何かそういう小金井市政の話になったときに、「そういえば、何か白井市長こ
んなこと言ってたぜ」みたいな、そういうふうに広めていただくというか、別に私のことを褒めろと
いうんじゃなくて、「そういえば、その件についてはこういうふうに聞いているよ」とか、「そうい
えば市長はこういうことを言っていたけどとか、どう思う」とか、何かそういうふうに広めていただ
けると、〇〇さんの思いもまた伝わっていくんじゃないかなと思ったりもしています。
　あと、行政としてのコミュニケーションという話もしましたが、私が市長になって大変になってい
るのが、さっきの課長もそうなんですけど、広報の担当の職員でしてね。私が広報をもっとこういう
ふうにしたいって、ああだこうだいろいろ言うものですから、ちょっとかわいそうなんですけども、
まず、１２月を、年内を予定しているんですけど、これはもともとそういうスケジュールではあった
んですが、公式ＬＩＮＥをようやく小金井市も導入します。ですので、市政の情報を、お友達登録Ｌ
ＩＮＥでしていただければ、もっとタイムリーにいろんな情報を直接、お手元のスマホにお届けする
こともできるようになります。一応年内を予定しています。
　どこまでできるかはあれですけど、来年度は市報のリニューアルを企画をしております。いわゆる
「市報こがねい」って、どうもぱっと見ても、何かあまり興味が湧かない。やはり特に若い方々が、
ぱっと見て、読まないって恐らく印象で決めてしまっているというふうに思いますので、若い方々で
も、ちょっとでも見ていただけるようなコンテンツとかデザインとか。あと、もっと市民の活動で
あったりだとか、市政の動きをもう少し掘り下げて紹介するようなコーナーであったりだとか、何か
そういうことができる改革なんかも考えております。まず、市政の状況をできるだけ皆さんに分かっ
ていただいて、少しでも興味・関心を寄せられるような、そういうコミュニケーションに少しずつで
も変えていけるように、今ちょっと話し合っているところでございますので、そういうことも含め
て、ぜひ小金井市政を、自分の住むまちのことについて、自分事にいかに捉えてもらえるかというと
ころが大事だと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

　今、小金井市で何が起こっているのかということがすごく
気になって、ここに来させてもらいました。
　今、３人のお話を聞かせてもらったんですけども、こうい
う人数が増えるのがまず一番目だなというふうに感じていま
す。そういった人たちがすごく大切で、とにかく１人では何
もできないということを感じております。
　今、小金井市で選挙率って５０％行かないぐらいですよ
ね。４０％でしたか。
こういうふうに参加できる、こういうウェブ会議みたいなの
も多分、白井市長だからやってくれているんだなというふう
に思って。こういうのが、今、数えるだけだと６人かみたい
な感じで、寂しいです。この市長の大事な発言とか、時間が
もったいないですよね。市長の愚痴もみんなに言ってもいい
ような、そんな場所ができれば面白いんじゃないかと、そん
なふうに思っています。

子どもの居場所づくりについ
て
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件名 ご意見・ご要望等 市長からの回答等

　庁舎のことをお聞きしたいです。説明会があるというの
は、市議さんのとあるチラシで知ったんですけど、すごくい
いなと思って、行こうとは思うんですけど、この説明会の位
置づけを教えてほしいんです。これって、市長、市議、市議
会の方が話されて、決まったことはこれだから、これで通し
ますよということを伝えるためだけの場なんですか。

　結果的には、こういう過程でこういうふうに決まっていますという話が中心にはなります。
　部分的に広場をもう少し広くしてほしいという声もあったりもしますし、実施設計を進めていく中
で、根本的な部分はなかなか、がらっと変えたりするようなことは無理なんですけど、ただ、意見を
いただく中で、もしかしたら反映できるんじゃないかというものも、ゼロではないと思っているんで
すよね。
　そこの余地は、建物はこういう建物の形で実施設計をフィニッシュさせるよという話になりますの
で、もっとこうしたらどうかという話はなかなか、今お聞きすることは難しいんですけど、意見の内
容によっては、まだ反映できる部分というのもあるかもしれませんので、１００％これで行きますか
ら、それ以上何も聞きませんという話ではないということです。その辺の説明の仕方はすごく難しい
んですけど。

　設計を見直すことが難しいことはもちろん分かるんですけ
ど、市議さんからもらったチラシですと、トータル７０年ぐ
らいのビルと１００億、数十億単位で、何かロスが出るや出
ないやらという話になっているそうで、そういった大きな買
物するときに何か損益が出るときって、メーカーさんだと、
上の方が１回ストップをかけたりとか、強行突破で行かない
ようにするはずなんですけど、このまま本当に進んでいいの
かなって。自分も逐一情報を確認しているわけではないの
で、市議さんが配っている月１ぐらいのチラシをまとめて見
ている程度なんですけど。損益を気にする会社に勤めている
者、３０代ぐらいで中堅になるかなぐらいのところなんです
けど、ちょっと進め方としてコストの意識が本当にあるのか
どうなのかなって。
　小金井市って緑があるいい町だと思うんですけど、その
分、大きな大企業さんがいなくて、法人税とかそういった大
きなところから収入を得られる見込みって今後も多分ないと
思うんです。何をしようにしてもお金は必要なんですけど、
お金がないんであれば、できるお金で何ができるのかって、
削れるところは削らなきゃというのは重要なのかなと思うの
で、また説明会のほうでお話聞ければなと思いますので、よ
ろしくお願いします。

―

6
若者ＭＩＲＡＩトークについ
て

 ＭＩＲＡＩトークについて、どんな話をするのか興味があ
るんですけど、私４３なんですけど、参加できますか。

 すみません、３９歳までなんです。ごめんなさい。

新庁舎・（仮称）新福祉会館
建設に係る市民説明会につい
て

5
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件名 ご意見・ご要望等 市長からの回答等

　児童館についてちょっと気になっていることがあります。
最近行っていないので分からないんですが、多分今もそうだ
と思うんですが、児童館に子どもが行くときに、住所を登録
しないと入れなかったと思うんです。私は、大人が周りにい
なくても、子どもがそういう場に入れた方がいいなと思って
いるんですが、住所を登録するというところで１つハードル
になっていると思うんです。
　他の市で児童館に行ったときに、例えば低学年のお子さん
とかは住所って書けないと思うんですが、小学校の名前を言
うだけで入れたんです。いろんなセキュリティーの問題は、
小学校の名前を言えば何とかクリアできるんじゃないかなと
思うんです。例えば、私の知っている子どもなんかでも、住
所を登録できなくて、やっぱりそこで１つの排除があるんで
すよ。親がちゃんと見てくれない子どもたちって一定数いる
ので、例えば、小学校の名前を言うことで児童館に入れた
ら、もっと利用できる窓口が広がるかなと思っています。
ちょっと御検討いただけたらなと思います。

　いつから住所を書くようになったのか、登録するようになったのか、その辺はちょっと私も調べて
いないんですけども、何らかの理由があってそういうふうにしているんですよね。いわゆる安全管理
の話なのか、誰が来ているかということをちゃんと把握しておかないと、何かあったときにというこ
となのか、その辺だと考えられるんですけど、それが利用のハードルになって困っている子どもがい
るとすれば、何らかの対処といいますか、それは考えないといけないところはあるかと思いますの
で、住所を書いて登録している子しか来れない状況について、どういう困り事があるかとか、その辺
は各児童館に確認してみたいと思います。

　私、児童館を運営しているんです。小金井市は分からない
んですけど、利用する際に登録に住所を聞いたり、保護者の
名前を書いてもらったり、電話番号、緊急連絡先を書いても
らったりというのは、やっぱり安全管理上必要だと思うんで
すけど、そもそも書けないから利用させないという対応を職
員がしているかどうかは、人によるんだと思うんです。
　私、自分の児童館で、学校名、住所を聞いたりして、書け
ないと、「えっ、自分の住所分かんないの、どの辺に住んで
いるの」って個人情報を聞いていくんですが、この子ちょっ
と支援が必要かなとか、お母さんの電話番号を書きたがらな
いとか、そういうコミュニケーションで子どもの状況を把握
して、それを支援につなげるということもあるので、住所を
聞いたりするのは一定程度、子どもとのコミュニケーション
を取る上では意義があるのかなと思っております。
　ただ、そこで住所を書けないから利用させないという対応
があるのであれば、そこは是正してもらったほうがいいのか
なと思うんですけど。小金井市の児童館で使えないってなる
のかどうかは分からないんですが。基本は、書けなかったら
「今度、この紙を親に書いてもらってきてね」って言って、
その日は使わせてあげて。要は、あまりちゃんと書けていな
い紙でも、一応仮登録という形で使わせてあげるみたいな対
応をしてもらえると、非常に私としては、いい児童館の運営
かなと思います。

―

児童館の利用について7
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